


































年 生 を 対 象 とした 週 2 回 の 集 中 科 目 である









































なった。こうしていくつかの 形 態 が 試 された
後、最終的に授業科目と連動させる方法が取ら































科目として How to study English を開設した。






















2 ． FEP を中心としたコミュニケーション
科目の増強
　１999年度の本部棟 WLC の開設と同時に行わ






が履修可能となった。これは全学 １ 年生の 3 割
強にあたった。さらに 2 年次の学生のためにも
週 2 回集中の Sophomore English Program（以
下 SEP）を各学部に １ コマ、計 6 コマ提供し
た。これとは別に週 １ 回の English Communi-
cation 科目を基礎・初級・中級・上級のレベル
別に提供することになった。基礎レベルはそれ










降、順 次 整 備 されていった。Chit Chat Club 
はそれまで 文 系 A 棟 の 最 も 奥 まった 場 所 に









で 意 見 交 換 をすることをめざした、 いわば






























　課 外 プログラムの 面 では、Chit Chat Club 
は授業科目の課題としてリンクさせることに
よって、利用者数はその後も安定していたが、



















































　経 済 学 部 に 続 き、WLC とタイアップして
ESP 科目を提供するプログラムは順次他学部
にも波及していった。なかでも経営学部はヨー
ロッパ、アジアでの 現 地 研 修 を 組 み 込 んだ
Global Program （GP）を実施することになり、
ここでも WLC 所属のネイティブ教員が Study 





























　まず週 2 回集中の Freshman English、Soph-
omore English は、それまでの年次指定をはず
して習熟度別とし、名称も WLC English Pro-
gram と 変 え て、Basic、Elementary、Inter-
mediate の 3 レベルに分けた。さらにそれより
も上級の集中科目として International Com-
munication を新設し、学習目標別に Academic 
と Business に分けた。






















　また2003 年 度 には 視 聴 覚 教 育 のための
CALL 教室を備えた AV ライブラリーの設備
が更新されたが、これに合わせてオンライン学










一 度 のペースでスピーキング・アセスメント 
を想定したワークショップを開催した。後述す
るように、これは2004年度から包括的に実施さ
れたが、このワークショップは IELTS の 実 施
母体である British Council から講師を呼んで
行った。この他にも教員のニーズに合わせた
テーマを設定し、Professional Development と





師も含めた WLC 科目担当教員が、 2 年に １ 回
のペースでもれなく 行 うことが 義 務 付 けられ
た。その際教員の心理的負担に配慮し、「評価
的側面」を極力排除して、「振り返り」的な側

































































































































sonal English （PE）と 名 付 けてレベル 分 けを
して配置した。テスト対策科目もこれに対応す




















































の 涵 養 は、WLC のミッションの 二 つの 柱 で
あった。しかしこの方面の取り組みは進んでい
なかったのである。そこでこの点に重点を置い












































英語は科目名を統一して English とし、 １ 年次


























になる。Chit Chat Club、English Forum 等 の
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